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§1 事のおこり

Amos de‐Shalitはイスラエルの生れ、高等教育はスイスで受けた。 PhDは

Zurichの ETHよ り。 そこでの同級生にVal Telegdiが居た。 両者共よくでき、夫々核

理論と核実験 (のちに素粒子実験)の 分野で大活躍をすることになる。

所で、Ⅵki WeisskOpfはManhattan Prttectの終了した戦後、MITに居つく。
やがて、ⅥkiはⅥsiting ProlとしてParisに一年ゆく。 VikiはWienの都心に生まれ

たユダヤ系の男。 子もりはフランスのおばさんだったので、子供のフランス語は堪能。
しかし大人の (インテリの)フ ランス語はしゃべれなかった。 戦後のパリ滞在はまとも

なフランス語を修得する好機となった。 パリでの物理の講義は勿論フランス語。 時々

パリの学生や同僚からフランス語の訂正を受けたとか。

CERNの TH DIVで Yが Vikiにあった時 (1957,1958,一‐)、Ⅵkiは Yに 云

った : 「ぼくはウィーン生れ、アメリカに大分居たが、今尚、英 ・佛語には手を焼く。

本をよむにもドイッ語に比べ、英語のものは2倍 、佛語のものは 3倍 か ゝる。」

Yは 内心考えた: Yの 日・英 ・独… ・の本を読むスピー ドの比はどうかな… ・。

と。 Yに はかねて英 ・佛語ペラペラの Vikiにひがみを十分に感じて居たのだから (Viki

にとって独語は mOther tOngueである)。

Vikiは戦後のパリ滞在中に昔の師匠の Pauliをスイス、Zurichの ETHに 訪れ

る。 そこで出色の大学院大学生 AmOsと Valに あふ。 この件については既に述べた

(PANICの 項 参照)。

Amosは Zurichで医学専攻のユダヤ系女子学生に会ふ。 それがMrs.de‐Shalit

となる。

Amos夫 妻はWeitzmann lnst.のあるRehOvOtに住む。 夫はWeitzmann lnst.

で理論物理学者として働き、妻は医者として、往診もしていた。

Amosは 若くして核理論で芽を出し、1958 subba�calで CERN Th.D� にきた

ときには、母国イスラエルでは Weitzmann lnstituteの所長だった。 nuclear shell model

の papers(th.)で 有名な男でもあった。

CERN Th Div で Amosは Yの となりに officeをもらってゐた。 Vikiも

CERNの �sitOr、しかもすぐに CERNの DG予 定者となる。 Ⅵkiと Amosは 共に核屋

だから、 しゅっちゅう (CERN内 で )行 き来して物理、etc,の議論をして居た。 とな

りのAmosの o皿ceに NP(Th.又 は Exp)の お客やⅥkiがきて、話が面白そうになると、

Yは Amosの officeに乗りこんで、話に加はる。

かうしてAmosと Yは 大のなかよしになった。 すぐにお互に dinnerに呼び、



呼ばれるようになる. 4人 のときもあるが、しばしば他の couplesもまじえての dinner

partyの方が多かった。 時にはViki夫妻も加はる。

こんななかから、PANICの 第一回が企画されて行ったことは、既にのべた。

Amosは 帰国してのち、Yの 一家をイスラエルヘ招待してくれた。 Yyと 一才

をこしたばかりの幸夫の 3人 の往復旅費 (air fare、ェコノミー )と 滞在費つきである。

これがわれわれのイスラエル行きの背景である。 時期は Pass‐overの 直前の一週間――

Pass Oヽverには世界中の」ewsが 故国にもどって祝いたがって、イスラエルのホテル、宿泊

施設は満杯。 だからその時期は (ユダヤ教徒でない)われわれはさけてくれという訳だ。

§2 イスラエルヘ

さうした訳で、Genёveか らPass_Overの直前一週間をイスラエル �sitに出か

け、帰りはアテネに数日滞在して Genёveに もどるといふスケジュールを立てた。

ギリシャ行きを加えたのは、CERNの Th.Divに 来て居たギリシャの核物理学

者カネロポロスが母国へ帰リギリシャAECと デモクリトス研究所のボスになってゐて、ア

テネにぜひ寄れとさそってくれたからである。

ラホボ着

Tel Avivの空港には、lVeizⅢann lnst.の人がむかへにきていて、Weizmann lnst.

の (外人)宿 舎まで送りとゞけてくれた。 ラホボはワイッマン研究所のある町である。

Inst.の食堂の場所を教へてもらいひ、又ミルクは朝しか買へないから、子供用

にミルクは朝のうちに沢山買っておくようにとのことだ。 イスラエルのきまりによれば

親と子を二しょに食べてはいけない。 親子丼などはとんでもないといふ訳だ。 中食や

夕食には牛肉もでる。 そのとき子牛のためのミルク、ミルク製品は禁止である。 従っ

てデザートもクリームやミルクをつかはないものが出る。 甘味はたとへばハチミツだ。

コーヒーにミルクとかクリームを入れることもできない。 豚と豚肉の製品 (ハム、ベー

コン、ソーセージ等)も 禁止。

勿論こうした厳密なきまりは、誰でも入ってこれる[従ってユダヤの規則に忠実

な (小うるさい)ユ ダヤ教徒も入ってこれる]レス トランや大学 ・研究所の cafeteriaなぞで

は、文句がつけられぬよう、ユダヤの規則に則った食事しか出さないのだ。

だから朝食にはミルクコーヒー、ティー、卵やチーズ、魚 (ヘリング、サーデ

ィン)、フルーッはあっても、ハムやベーコンなど豚のものは一切ない。

友人の家によばれ、うるさいユダヤ信者がいなければ、多くの (欧米になれ親

しんだ)イ スラエルの物理学者は欧米なみに自由にふるまふ。

しかし彼等の家の台所にはナベ、カマ、皿、ナイフ、フォークを 2セ ットもっ



てゐる。 一つはュダヤのきまりにあったもののため (だから豚なぞはけっしてふれさせ

ない)で 、ュダヤの信者がきたとき使ふのである。 欧米流にハム等自由にあつかふには

もう一方のセットを用ゐる。 こうしてジレンマを上手にさけるのである。

かういふ訳で子供の食事は朝買いだめしたものでまかなふ。 勿論欧米に開化

したイスラエルの友人によばれた夕食は、全く欧米なみで、ユダヤのきまりとは無縁であ

った、 といふよりそうした 「自由なユダヤ人」しか非ユダヤの友人にはなりに

くいのである。 僕のワイッマンにつとめる友人 (物理学者)は皆開化した人たちだった。

だから彼等に夕食に招待されたときは、子供のミールも含め、全く普通である 一―一―

欧米なみ。

ミールについての蛇足

ヴェジテリアンでミルクやミルク製品 (バター、チーズ)を たべる者は少くな

い。 インドのヴェジテリアンで卵を食べる人 (物理屋)に 出食はし (日本への�sitorだ

った)、いささか驚いたことがある。

アラブの人たちは、ユダヤと同じく豚をたべない。 更にアラブ人はコーラン

の定めに則って殺した羊、山羊、ラクダ、_¨しかたべない。 国際会議などでモスレムの

人達をパーティゃディナーに呼ぶ時にはホスト側に心の準備があった方がよい。 ヴェジ

テリアン対策も必要で会議前に食事についてのアンケートをとっておくのがよい。

Chinaには唐の昔から (特に元朝以降)モ スレム (清員教徒)が 多く住みつき、

一寸した町や村でも清員教徒のための肉屋やレストランがある。 Chinaの 大学の国内及

び外国の学生用宿舎には、自炊用の台所 (ナベ、カマ、サラ、ホウチョウ、……つき)が あ

るが、必ず Chinese用とモスレム用の 2つ があって、国内の清員教徒のみならず中近東か

らのモスレム系留学生が困らないようにしてある。

ワイツマン研究所 Weizmann lnst.Of Science

ワイツマン研究所の周辺は樹木や草花にみちみちてゐた。 しかしよくみると

定時的に散水できるような仕掛 (シカケ)が 整ってゐて、時折水を草花に与へてゐる。 だ

からこそ といふよりは水を時々与へるようにしてあるから、草や木が研究所

や周辺の guest house, sta∬の住居の周辺が緑と花にあふれてゐたのである。 イスラエ

ルは乾いた沙漠の多い土地である。

研究所の中には欧米の大学 。研究所なら普通にみられるような偉大な学者の肖

像や写真は一つもない。 ユダャの立法によれば形あるものをきざんで崇拝 (尊敬)の 対

象にしてはならないからだ。 Einsteinや Bohrの 胸像等も寄与されて所有してゐるが、一

般見学者の目につかない地下室の某所にしまひこまれてゐる。

ワイツマンはノーベル賞をもらった chemist。 また Israelの初代大統領。 彼



の名を冠したのが WeizⅢann lnst.なのだ。 物理 ・化学、….と色々やってゐて日本の理

研みたいなものだ。

ワイツマンのゼミナールでは毎日一回話したと思ふ。 僕の仕事のほかに、Th.

Divで どんな話題 (ソ‐reactiOnやSU3も含めたとおもふ)が あるかとか、CERNや BNL

の実験についても討論した。 当時 QEDの possible break doWnもfashionableで、いろ

いろな試みがあった。 そんな話をしてゐて、結極 どうなんだと聞かれて Many

calculations but no thOughtと答へた。 この一句、イスラエルの友人にあふたび、何 10

年にもわたって、お前のこの一句は今もおぼえてゐるといはれた。

ワイツマンで会った人々は

Amos de一 Shali(ヮイッマン所長、核理)

Lipkin(核 理、SU3後 素粒子論に変る)

Talmi(核 理)

」.Eisenberg(emulsion、宇宙線でできた cascade hyperonの candidateをみ

つけた。のち H.E.exp)

G.Yekutieli(emulsiOnの宇宙線屋)

etcである。 上に記した人は夕食に我々3人 をよんでくれた。 小さい子のイタヅラにず

い分迷惑をかけたこともある。

ANLか ら UKに サバティカルできてゐたシェーファーも同じ頃ワイツマンヘ

visitしてゐた。 Mossbaner effectを つかって Lab exp.でスペクトル線の gravitational

red shi乱を明示した 一―一 腕のよい実験系である。

ワイツマンで働く研究者達はすべて欧米で教育をうけ学位をとったものばかり、

ワイツマン (大学院がある)や イスラエルのあちこちでは大学づくりに大童。 イスラエ

ルに生れ育ち、教育されて学位をとるのがでるのは、Harariの世代からである。

Amosや 何人かの家にはピアノがあり、又美術本や大冊が本棚に並んでゐた。

当時流行した HiFiの レコー ド版も沢山あった。 その中でもYの 目についたのはバイブル

に関連した考古学の成果を書いた 2冊 の大型本 (各 25ド ル)で あった。 一つは写員集、

一つは古文書 (エジプト、スメール、バビロニア、アッシリア、ヒッタイト、_.ビ ブロス、

_)の コレクション最である。 11linoisに居たとき Univ of Chicago pressのこの大冊に

手が出なかった。 それが、ヮイッマンで我々を inviteしてくれた家のどこにもあった。

Amosに きいたら、イスラエルでは旧約を小学校で習ふので、(科学者なら)誰 でもそこに

かいてあることの考古学的 “証明"に 関心があるんだ、とのこと。

さう云へば CERNの Th.Divの Headを しばらくつとめた M Fierzは考古学、

人類学について何でも知ってゐた (尤も、」auchに よると Fierzは知ったかぶりの名人だか

ら文字通りとるなと僕にこっそりいってくれたが)。 Fierzは 第一次大戦後の Wienで

」ensen(人類学者)ら人文系新進の学者達と親交があり、とびぬけて学識 (万学に通ず)が あ

つた人だ。



Amosは あとでナゾナゾを教へてくれた。 「母が子に云ふ。 お前のおじいさ

んは私の夫。 さて私は誰でせう?」 ソドムの町の運命を知る者ならすく
゛
答られる。

イスラエルあれこれ

ShoppingのときAmosが ヮイフの車で助けてくれた。 Mrs.De― Shalitは医者

なので、往診中はどこへ駐車してもOKで ある。 それで Amosは 、平気で illegal parking

をする。 仕事の能率は上々。 医師は便利なものだとおもう。 勿論 poliCeにバレたら

大事だが。

イスラエルに約 1週 間居たが、その間にAmosの 車でエルサレムやアスケロン

ヘつれていってもらった。

当時エルサレム旧市はヨルダン治下で、ヽ新エルサレム (イスラエル治下)に あ

るダヴィデホテルの屋上から旧市街をながめただけだ。 ヘブルー大学はイスラエル側だ

ったからそこへいって死海文書を見学した。 当時イスラエルからヨルダンヘの入国は可

能で、エルサレムの旧市街へ入れたが、一旦国境をこえるとイスラエルヘは戻れない。 ベ

ツレヘムも、名あるエルサレムの旧跡もすべてアラブ治下なので、遠くから眺めるだけ。

残念至極。

アスケロンヘは (ヨリコ、ユキオをワイツマンにのこして)Amosと その長男と

一しょにAmosの carで行った。 サムソンが倒壊したと云ふ Templeの あとをみた。

イスラエルの人々

イスラエルは人類のるつばのように思へた。 皆ユダヤ教を信じユダヤ人なの

であるが、何千年も住んでいるとどうしても現地人とにてくる。 アフリカやインドから

きたユダヤ人は夫々アフリカやインドの人とそっくりの顔をしてゐる。 英独佛伊西露に

長く住んでゐたといふユダヤ人たちは夫々の国の人と何かしら似かよってゐる。 シナゴ

ーグで何百年と伝承されてきた、おいのりや歌も、字で書けば同じなのによみ方うたひ方

にお国ぶりがある。 やはり北米や西欧からきたユダヤ人の方がアフリカや中近東 ・イン

ド亜大陸からきた人たちより豊かさうだった。

脚注

需  パピルスや粘土版の有名乃至重要文書の英訳がもうらしてある。 ギルガ

メシュの物語、ハムラビ法典、死者の書 etc,etc.…
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イスラエルでのエクスカーションの一つは、マづ―ダヘの旅だった。 ユダ ア

イゼンベルグ、タルミ等と�sitOrである Yと (Argonneか らの�sitOr)シュリファーら

7～8人 が車 2台 に分乗しての旅だった。

ラホボからベールシバヘ南下、死海の南端へでて 、その西岸を北上して、マサ

ダヘゆく。 当時アラブのテロの頻発地であったのでベール シバの先でイスラエル軍の検

問所で足どめをくらふ。 ユダがどうしてもマサダヘゆきた■ぃと交渉し、何があらうとも

我々の責任でゆくといふ一サッ (イッサツ)を 入れてようょ ぅ死海の方へゆけた。 その

ため死海は眺めるだけ。 手をつけ 1分 でも泳ぎたかったの にその時間の余裕がなく、死

海のほとりを、たゞひたすら北上する。 ひどい道だ。 対
L岸(東岸)の 坂山の洞穴が死

海文書の出た所と聞く。 今ならケーブルカーでマサダの廃到薇でゆけるそうだが、僕た

ちのいったときは死海の海岸で carか らおりて急な坂道をマサダまで登山した。 登って 4

年も死守したといふマサダの廃墟をみる。 雨水をためる貯水池がいくつもほられてゐる。

よくぞこんな所で何年も頑張ったものだと思ふ。 死海の海:岸にひろがる平地には、上か

らだとローマ軍の兵営、マサダを封鎖した長城のあとがよく見えた。

イスラエル語

新生イスラエルが独立宣言後、まづやったことャまイスラエル語の創成である。

イスラエルの文字は右から左への横がき、子音のみで、文ヤこは母音を入れない。 これは

くさび型文字やエジプトの古代文学と同様、文に母音を入れない方式である。

話し言葉としてのイスラエル語はローマにユダヤ が亡ぼされて以後、次第に失

はれていった。 それに、イスラエルの民が各地 ―一―  束・中 ・西欧、アフリカ、中

近東からインドーーー に離散して 2000年 もたつと、シナゴ ーグで歌う神への賛歌のうた

い方にも差がでてくる。 これはラテン語を母語とするラテ ン系の今のコトバがイタリヤ、

スペイン、フランス、ルーマニア、_で ちがふこと、又教会 でうたふラテン語のよみ方が

各地でちがふことと同様である。 それ故、新生イスラエル では歌、パレスティナ等近隣

のモスレムの発音等を勘案し、言語学者等専門家と政治家よ りなる委員会で 「新生イスラ

エル語」を倉1成し、これを教育の場とラジオでひろめたので ある。  これは明治政府が維

新後、標準日本語をつくり出したのにやや似て居よう。 ラ ジオが既にあったことは、日

本の場合よリイスラエルの方が有利だった。

音楽家たち

さう云へば、旧ソ連では、バレー、オペラ、音楽 については classicは一流、し

かしスターリン後の新作はいただけないものが多い。

一流の音楽家や作曲家、演奏家の中には東側でも西側でもユダヤ系の割合は高

い。 かうしたユダヤ系の音楽家たちは、殆どがキエフ及びそ の近辺 (数100km以 内か)

の古いユダヤのシナゴーグの音楽担当の家系に由来してゐる。 メニューヒンもコーガン、



… と数へ上げればキリがない。 音楽の才能が何 10世代にもわたってうけつがれてゐる

といふ訳だ。 ユダヤ人の音楽の底力をみせつけられる想ひ。 ユダヤ系がめだつのは科

学や大金持 (ロスチャイル ドや石油王、等々)に 限らない。

Weizmann lnst.の 予算

この第一回のイスラエル滞在中に、Weizmann lnst.のsenior staffらは million

dollar deicitと云ひあってゐた。 よく聞くと予算年度がまだ半ばだと云ふのに、(少くと

も物理では)も うすでに予算を 1×106ド ルも超越してゐると云ふのである。 日本では考

へられないことだ。 何でも研究熱心の余り金をつかってゐる中に気がついたらかうなっ

てゐたといふ。 どうして解決するのか興味津々で聞いてゐる中に、どうやらイスラエル

ではどんどん研究費を使ひ、誰も予算を余り気にしないらしい。 予算が足りなければ、Inst.

の headが アメリカヘいって (ユダヤ系の)金 持ちの間に帽子をまはせば、不足分位すぐ集

るといふことであるらしい。 事実この million do1lar dettcitもWeizmannの director、

Amosの 「募金」集めで事が収ったとか。

イスラエルの国と民の富よりも、イスラエル以外特に北米や欧州にゐるユダヤ

系の会社や事業主、金持の富の方がケタ違ひに大きいので、イスラエルの国の予算で物事

がまかなはれてゐると見るのが、そもそも見当違ひなのである。

同じような事はギリシャについても云へるのかも知れない。 ギリシャ内の富

よりもギリシャ以外の国に住んで活躍するギリシャ系の人々の富の方がはるかに大きいの

である。 アルメニア人も同様といへようか。

さういへば、戦後 Oppenが IASの 所長になったとき、Oppenが 帽子をまわし

て不足分の研究所予算をたちどころに調達すると聞いた。 (Von Neuaannの computer

の R&Dで お金がうんといったこともあらう。) どこにゐてもユダヤ系の人のやることに

すつかり感心した。

キブッ

第―次大戦後、世界各地から
ユダヤの人たちが約東の地へともどって来た。 金

持が多くはなかった。 そこでキブツと云ふやり方があちこちにつくられた (集団農場の

一種)。 私物を殆どみとめず、下着も含めて共有財産で農 。牧を行ふ。 新生児も乳ばな

れすれば、子供達は共同でそだてる。 財産は共有。 仕事も共働。

子供達は兄弟姉妹のように育てられて、成年に達してもcoupleになる者は稀と

か。 これがキブツにとってよそからの嫁さがし、婿さがしといふ難題をもたらしたとか。

キブツに合はなくなった成人は、職をさがしてキブツを去る。 ユダ アイゼ

ンベルグもこうした経歴の持主だった。
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乾いた土地 イスラエルの古代植樹

イスラエルは乾いてゐるので、植生

ヨルダン川の水の利用 一―一―

・農業のための水の確保はこの上なく大切

配水のしかた 一――一 は常に外交とかである。

かはる。

ヨルダンの水をひいての農地拡大作は 1960ごろにはじまったばかり。

こ でゝ古代の知恵も生きてくる。 イスラエルの多くの部分で雨が少くても昼

夜の温度差が大きい。 海からの湿り気をおびた空気は夜露をもたらす。 木 (オリーブ、

等)の 、まわり (木から少しはなれた円周上)に 石を荒くつんで円い垣をつみあげると、

夜露を効果的にとりこんで 1本 の木を支へるに十分な水が得られる。 木をまばらに植え

ておくと (密に植へると水不足になる)け っこう木の実の収穫がある。 しかし木を切り

スカスカの石垣をこはせば、もとの草木のない荒地になってしまふ。 2000年 以上前には

こうした方式でオリーブなどの疎林があった。 のちに木を切られ、世話するものもなく

なって荒地になった。 そこで昔の方式の復元も試みられてゐる。 これならヨルダン川

の水をひかなくてもそこそこの収穫が上る。 木を植へる密度は永年のカンできめられる

さうな。 古代の智恵はすばらしい。

発展期のイスラエル

1960ごろのイスラエルは独立後世界各地からユダヤ系移民が 「約束の地」に帰

国し、人口増は新生児より移民の方が多かった。 到る所開発のラッシュの筈だったが、

1960前後では、日本の初オリンピック前の東京に比べれば、ずっとのんびりしたベースだ

つたやうに思ふ。

イスラエルが急激に様がはりするのは1960年代おはりごろからではなからうか。

エクソドス、ギリシャヘ

pass overが近づくと我々はイスラエルをはなれた。 我々がラホボを去る時、

欧米からユダヤ系の人たちが pass Overを故国でむかへるべくイスラエルヘやってくる。

その一人がMarry Ge11_Mannだった。 挨拶して別れる。

帰りはギリシャに6日 ほど寄った。 3日 間はギリシャAECの invitation、の

こりの3日間は観光。 CERNの Th DivにKanelopo10usという中年になってから工学者

から核屋に転向したギリシャ人がゐた。 彼はギリシャに帰って、 ギリシャのAECの 高

官になった。AECは デモクリトス研究所といふ原子力 ・原子核の研究所をつくった。 Y

は AECの コンサルタントとして inviteされたらしい。 ギリシャの原子力研究について

ad�ceをもとめられ、AEC主 催のdinnerにもよばれた。

のこりの 3日 間はアクロポリス、考古学博物館などをまわってすごした。

ギリシャはオリーブオイルをたっぶりつかふ。 どの料理にも、サラダもオイ

ルづけと我々には思へた。 6日 間、オリーブオイルの過剰にまゐった。



ギリシャはイタリアと並んで、魚の市場にタコが並んでゐる。 ミノア文明以

来タコを食するのがギリシャ人だ。
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イスラエルヘの旅 (1960)へ の追記

「ラホボ着」への追記

テル ・アヴィヴ空港からWeizmann lnstitute(WI)迄 、WIの carで送られた

ことについては既に触れた。 wIの guest houseに着いて、その中にある諸道具 (電気機

具等)の 使ひ方を教えられた。 主に WIの cafeteriaの場所、朝食に何があるか、又その

注文の仕事、特に 1才 の幸夫のためのミルクの買ひだめ等、事細かに注意を受けた。 な

れない異邦人への暖い心くばりである。 多分 Amosの 指示であらう。 欧米から里帰り

のユダヤ系�sitorと違って、Yyは タブラ.ラサだったからだ。 中食迄には Wiの 物理屋に

会ふので、中・夕食についての注意はなかった。だが、ミルクが買へるのは朝だけだから、

幸夫用に必要なだけ、朝のうちにミルクを買ひだめをするようにすすめられた。 Guest

houseの roomの 中には小さな冷r~a庫があった

翌朝 WEの cafeteriaに朝食をとりにゆく。 西欧の大学 ・研究所の cafeteria

とハー ドの部分は似てゐるが、f00dの 様子は全くの様変わりである. ミルクやミルク 。

プロダクト (朝食のときだけださうな)が あり、コーヒー、紅茶、パン、ピタ (広く中近

東で食べられている薄焼きパン。インド・アフガニスタンではチャパティーと呼ばれる発

酵しないパンのこと)は あるが、毛物の肉類は全く見られない。 魚はあった。 鱈とか

ニシンの油 (水?)び たし、何やら野菜 (ハーブ)の ついた液体につかってゐる。 オラ

ンダ様のニシンかな? バナナ、オレンジなど菓物はあった。 勿論欧米でみなれたハム、

ソーセージ、セラミ等豚のものは一切出るはづもない。 朝はコーヒーや紅茶にミルクを

入れられた。

WIの cafeteriaの中・(夕)食には牛肉がでる。 イスラエルでは牛や羊なぞの親

子をとりまぜてはいけない。 牛肉の料理がでると、食事中に仔肉用のミルクを混ぜては

ならないのがきまりである。 だから中食後コーヒーにミルク(やクリーム)を入れてはなら

ないし、デザー トもミルクの混入は駄目といふ訳である。 日本の親子丼などイスラエル

ではもっての他のものである。

また鱗のない魚 (海の生物)も 食べてはいけない。 タコ、イカなぞがそれら

に該当する。

「イスラエル語」への追加

Racahは Racah係 数をみつけた数理物理学者。 北イタ

ユダヤ系の人。 先祖を 100o年もたどれると云ふ名門の出。

GalileO,TOrce1li(真空度を表はす単位 Tollに名が残る)、

に名を残す)以 後、(物理の主流はアルプスを越え、英 ・ベネルクス

リアに長く住みついた

Volta(電 圧のボル ト

・佛 ・独 ・喚に移って)
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沈退したイタリアの物理学を、EnricO Fermiが復活させた頃、ローマの北のイタリアにあ

つて、頑張ったのが Racahは Bernardini、Rossi(CR屋 、Coincidence circuitを発明、戦

争直前アメリカに渡り、CR、 特にnuclear interactionとair shOwerで活躍、のちX線 天

文学の創始者として活躍、小EB稔の師匠)と ともに、イタリア物理学の覇を競ったのであ

った。 Racahは イスラエル建国を喜び、先祖の故地に里帰りした。 しかし老年のRacah

は、若者と異り、もはや新生イスラエル語を修得しえず死去した。

「キブツ」への追加

キブツは第一次大戦後 (従ってイスラエルといふ国はできてゐなかった)、イス

ラエルの故地に世界各地から、もどってきたまづしい人々のためのものだった。 欧米に

居る豊かなユダヤ系の金持の援助で、土地を買ひ必要な建物や農 ・牧道具をそろへて出発

できた新共同生活の職場だった。

ソ連のコルホーズ、毛澤東指導下に進められた農村の集団農団に似てゐる面が

多い。

第二次大戦までのキブツは平和的にふえて行った。 イスラエル独立後は様相

が一変し、周辺のアラブ諸国とくにパレスティナ人との関係は、最早平和的とは云へなく

なる。

イスラエルのVISA

イスラエルヘ行く前、イスラエルのⅥ SAを Bernの 領事館にとりい行った。 こ

れが Genevaに 最も近いイスラエルの領事の居る所だったからだ。 よい Bern見 物の機会

ともなった。

Amos tt CERNの 友人達からの教えで、旅券にでなく、別の紙の VISAに して

もらった。 旅券にイスラエルのVXAが あると、その旅券持参者はアラブの国々に行くと

き、アラブの出入国管理事務で入国を拒否され、国外退去となるからだ。 その頃、アラ

ブの国にゆく予定はなかったが、エジプト等へは今後是非行きたいとは思ってゐたので、

Amosの 忠告に従ったのだ。

尚、再言するが、イスラエル領の新エルサレムから、ヨルダン治下の旧パレス

チナには入国できた。 しかし一旦アラブの治下の国に入ると、そこから直接のイスラエ

ル領への再入国はできない時だった。

それで今回のイスラエル行きに当っては、残念にも、旧イスラエルやベツレヘ

ム等ヨルダン治下の名所めぐりはすっぱりとあきらめた。
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体 み (エ ッ セ ィ )

江戸時代、町の商家に勤める使用人の体みは、お盆と正月だけだっ
た。 盆の休みには、一晩泊り (位)な ら、丁稚や小僧の親元帰りも許された。

明治開化ともに、日本にも 「±8麗半 ドン、日曜お体み」の万式が輸
入 ・施行された。 僕の学校時代もこの体みのスキームが踏襲されてきたし、
、 所 ・銀行もこれに従った。 しかし日本のデパー トはこのスキームをとらず、
百貨店は週の wttrttng dayの どれかを独自に休日とし(火とか木、或は金曜)、
週末の書き入れ時は営業してきた。 欧米では (キリス ト教徒の営業する)店
や百貨店は日8理休みを厳守し、日本からの旅行客を戸惑はせたものである。 逆
に欧米から日本へ来た客人は、デパー トで日曜に買物が出来て大層便利と大喜
び。

a しかし、欧米でも、ユダャ人の経営する店等は土曜が休みである。
欧米で威曜が体みの食料品店 (ユダャ専用の食料品店は、Chlneseの と共に世
界中の町にある)等 に出会せば、Ownerが ユダャ系にきまってゐた。

イスラエルでも、すべて (役所、学校、研究所、オフィス、店、百
姓・…)が土曜体日である。 イスラエルの一日はユダヤの決まりによれば (モ
スレムと同じ<)夕 方(日没)から始まる。 百姓も牧人も上0理は休み。 誰も働
いてはいけないのである。 主曜は料理 (労働)が できなぃから金曜につ<っ
ておいたものを食べる。 牝牛の子tしぼりも±0麗は禁止。 しかし牝牛の乳が
はつて苦しがるのであれば、乳を搾る。 これは牛を助ける為で、しぼった乳
は桶に入れたま 、ゝ牝牛の倶」に置<(桶 をあまり動すと、労働した事になる)。
牛が撃t桶を蹴飛ばそうとほったらかし。 だから上曜にタクシーを呼ぶ訳には
ゆかない。 (運 転手が働くことになる)。 汽車もどうしても運転しなければ
ならないものを除いて休み。 ユダヤの律法はイスラエルの公的行事に於いて
は守らなければならない。 少数とは云へ、律法違反に目を光らせる人々がゐ
るからだ。 誰でも出入りできるオフィス、銀行、レストラン、デパート、学
校、商店等々は文匂が来ないよう、ュダャのきまりを守らざるを得ないのだ。
(「イスラエルの旅」参照)。

ユダヤ人にとって、土曜に働いてょぃのは戦場の軍隊 (戦争のとき
相手が休んで<れ る訳がない)と 救急医だけ。 出産も放置出来ぬ。 働いて
もよいと認められるのはこの位だったかな。 これが伝統的なきまりに忠実な
ユダヤ人のありようで、それはユダヤ人が何処に居ようとイスラエルの国内外
で同じことなのだ。
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因みにモスレムの休日は金l麗日。 キリスト教、ユダヤ教、マホメ
ット教で体日が1日づつ早<な る (日→上→金)。 宗教の uniQuenessの為に
は同じ曜日の体みは困ると云6、訳か。

江戸時代の相撲とりは「―年を二十日で暮らすいい男」と云はれた。
当時大相撲は一年二場所 (蕎・冬)2× 1 0 ttFB3だけだった。 今は、六場所 6
×15日 働かされる。 多すぎて相撲とりの怪我が絶えない。

ちなみに 1950-1960の ころの Genёve州1の小学校は子供達がつ
かれないように、木曜と日曜が金休だった。

体みのとり方は人々により所により様反である。




